
中
国
文
学
は
な
ぜ
分
ら
な
い
か

1

学
生
諸
子
の
為
に
ー

漢

文

は
嫌
ひ
、
と
云
ふ
。
な
ぜ

?

分
ら
な

い
か

ら
だ
。
な
ぜ
?

難

し

い
か
ら
だ
。
な
ぜ

?

「勉

強

し
な

い
か
ら
。
」
と

本

当

の
所

を

云

ふ

の
は
よ
さ

う

。
何

が
?
と
置
換

へ
よ
う

。
答

は
簡

単
、
自

体
難

し

い
物
な

の
だ
。
が
其

は
な
ぜ
?

広

く

は
本
当

は

全

て
の
物

が
難

し

い
。
惰

弱
な
心
で

は
だ

め
。
此

も

や

め
て
漢
文

に
限
ら
う

。
文

化

の
学
で
あ
り
言
葉

の

学
で
あ
り
総
合
的
な
学
問
だ
か
ら
だ
。
文

学
・
歴
史
・

道

徳
…
凡
そ
思
想
的
更

に
人
間
的
な
物

は
皆

入
る
。

諸

君

は
此
事
を
肚

に
据

ゑ
て
掛
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
で

な

い
か
ら
1
詰
り
勉
強

の
仕
方
身
構

へ
方
が
間
違

っ

て
ゐ
る
か
ら
分
ら
な

い
の
だ
。
(
…
但
し

「
分
る
」
と

は
何
か
と

い
う
大
問
題
が
背
後

に
あ
る
、
其

も
今
紙

幅

の
都
合
上
割
愛
。
)

「
文
化
」

・

「
総

合
的
」
…

何

に
で
も
知
的
興
味

・
窮
知
心
を
燃
す
人

で
な

い
と

だ

め
。
此

で
此
問
題
も
割
愛
。

(
抑

≧
面
白

い
と

は

ヘ

ヘ

ヘ

へ

何

か
を
考

へ
よ
。
面
白
が

る
こ
と
を
悟
れ
、
身

に
つ

ヘ

ヘ

へ

け

よ
。
此
世

に
面
白
く
な

い
物

は

一
つ
も
な

い
/

其

は
自
分

に
在

る
の
で
あ

っ
て
物

に
在

る
の
で

は
な

い
。
)
漢
文

は
言
葉

の
学
問
と

い
ふ
点

に
絞

る
、
…

さ

三

上

誠

治

郎

'

而

も
外
国
人

の
外
国
語

の
。

…
そ
し
て
上
古
来
邦

人

が
我
が
物

(と

し
よ
う
)
と

し
て
訓
読

と
い
ふ
世
界

サ

ゥ

史
上
稀
有
貴
重
な

一
文
化

た
る
。

語
学

で
あ

り
本
来
外
国
学

の
外
国

文

だ

か

ら
、

(A
)
シ
ナ
語

・
漢
字

の
特
質
を

(英
語
な
ら
英
語

の

勉
強
法

で
対
処
す

る
如
く
)
究

め
、
知

っ
て
、
掛
ら

う

、
と

せ
ね
ば

だ
め
。
諸

君

は
其
を
知
ら
ず
、
気
づ

か
ず
、

し
な

い
。

漢
字

の
特
質

ー

一
形

・
一
音

・
一
義

↓

翩
形
と

は
、
漢
字

に
は

一
つ
の
形
が

あ
り

一
つ
の

形

し
か
な

い
と

い
ふ
事
。

(も
う
分

っ
た
と

い
ふ
勿

れ

。
其
辺

で
先

入
観

・
既
有
知
識

で
済

せ
て
了

ふ
か

ヘ
ヘ
ヘ
へ

　

ら
分
ら
な
く
な

る
。
)

一
つ
の
形
と

は
、
イ
英
語

の

様

に
語
形
変
化

し
な

い
と

い
ふ
事
。
故

に
逆

に
云

へ

ぽ

、

一
つ
の
固
定

の
字
形

で
名

詞
で
も
動

詞
で
も
形

容

詞

・
副
詞
で
も
あ
る
と
い
ふ
事

(若

干

の
物

は
別

だ
が
。
)
故

に
其
場
合

々
々
で
読

分
け
ね
ば

な
ら
ぬ
、

ソ
コ
ガ
難

シ
イ

の
だ
ら
う

。
「
行
」
は

「
行

く

こ
と
」

「
行
ひ
」

(
名
詞
)

で
も
あ
り

「
行
く

」

「
行
ふ
」

い

お
こ
な

(動

詞
)
で
も
あ
る
。
「
行

つ
た
」
「
行

つ
た
」
過
(去

)

て

で
も
あ

る
。

「
遠
行
」

は

「
遠
.
行
ク
」
。
過
去

に
訓

む
な
ら

「
遠
.
行
ヶ
リ
。
」
が
、
漢
文
自
体

は
あ
く
ま

で

「
遠
行
」

で
、
「
行
」

は
「
行
」
。
「冷

O
山
」
だ

の

「
税
」

む

む

だ

の
と
形
が
変

る
な

ん
て
事

は
な

い
。
故

に

一
形
。

エ

ン

コ
ウ

因

み
に
、

「
遠
行
」

は

遠

足
、
名

詞
。

「
行

遠
」

は

「
行
ク
レ
遠
キ
ニ
」
。
「
遠
」
を

「
遠

い
処
」
と

い
ふ
名

詞

に
使

つ
て
ゐ
る
訳
。
く
ど

い
様
だ
が

「
遠

s
」
な

ん
て
い
ふ
複
数
形

の
変
化
字
形

は
な

い
。

「
雲
」

は

諸

君

の
普
通

の
知
識
で

は
名

詞
、
o
ざ
鼠

。

「
民

人

雲

集

」

は

「
民

人

雲

ノ
ゴ
ト
ク集

ル
」
ー

犀
貯
o

o
ざ
&

の
。

ウ
ン
サ
ン

ム

セ
ウ

「
雲

散
霧

消

」

は

「
雲

・
ゴ
、
ク
散

リ霧

・
ゴ
、
ク
消

ユ
」
「
雲

、

散

リ
霧

、
消

エ
」
。

此

様

に
ど

偉

く

漢

字

に
根

深

く
潜

ん

む

む

で
ゐ
る
根
本
的
特
質

の

一
つ
が

一
形
と

い
ふ
事
。
事

柄

は
重
大
、
真
剣

に
取
組
み
本
気

に

分

つ

て

ほ

し

い
。
…
そ

こ
で
質
問
。

「
遠
足
」
と

は
何
?

分

つ

ゆ

ゆ

ゆ

あ
ゆ

た
?

(
答
。
遠
ク
足
ク
。
遠
キ
.
足
,
。
…
ま
た
足
,
.,
足
.

で
も
よ

い
。
考

へ
よ
。
字
典
を
熟
読
研
究

せ
よ
/

印

一
つ
の
纒

つ
た
形
だ
と

ふ
事
。
誰
も

「
川
」

の
字

を
、
先
づ
左

の
縦
線
を
其
上
端

か
ら
見

て

下

に

行

き
、
次

に
真
中

の
線
を
さ
う
し
、
最
後

に
右

の
を
さ

う
し
其
下
端

に
ま

で
行
き
、

「
あ

～
川
だ
」
と
思

ふ
,

の
か
91
"

で
は
あ

る
ま

い
。

「
川
」

は

「
川
」
と

い

ふ

一
つ
の
塊
が
、

一
発

で
瞬
間
的
直
観
的

に
捉

へ
ら

れ
る

の
で
あ

る
。
誌
く
零

は
違

ふ
。
頭

の

r
か
ら
尻

尾

の
r
ま

で
辿

つ
て
行

つ
て
見
終

る
の
だ
。
一
ト
目

で
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丶

へ

見

る
様

で
も
其
は
習
熟

の
結
果

。
詰

り
、
だ
か
ら

、綴

へり
だ
。
此
直
観
性

と

い
ふ
事
が

亦
大

切
。
紙
幅

の
都

合

上
割
愛

。

翩
=

音
と

は
、
o
器

ω
覧
冨
び
冨

と
い
ふ
事

。

シ
ナ

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

言
葉

は
皆
本
質
的

に
は

一
音
節
だ
と
い
ふ
事
。

(
此

も
何

度
繰
返
し
教

へ
て
も
答
案
等

に

「
一
つ
の
発
音

が

あ
る
」

「
一
つ
の
発
音

し
か
な

い
」
等
と
出
る
。

困

つ
た
事

だ
/
聴

い
て
ゐ
る

の
か
し
ら
?
そ
ん
な
事

を
云

へ
ば

「楽

」
は
ガ
ク
、
ラ
ク
更

に
は
ガ

ゥ
の
音

ヘ

ヘ

へ

も
あ
る

の
で
は
な
い
か
!
)

一
音
節

だ
か
ら
、
聴

別

こ
く

に
く

け
難

い
し
さ

つ
と
消

え
て
了

つ
て
聴

止
め
難

い
。
で

其
缺
点

を
補

ひ
又
語
調
上

か
ら
等

「
危
険

」
「
信

号
」

等

の
同
義
字
畳
用

の
熟
語
が
頻

り
と
な

る
。

(考

へ

て
も
見

よ
、
「
ア
ブ

ナ
ク
テ
ア
ブ

ナ
イ
」
「
シ
ラ
セ
テ

シ
ラ
セ
ル
」
な

ん
て
阿
呆

ら
し
い
。
要
す

る
に

「
あ

ぶ
な

い
」

「
し
ら

せ
る
」
。
或

ひ
は

「
し
ら

せ
」

。

「
信

じ
て
号
令
す

る
」
な

ん
て
答
案

は
私

の
話

を
聴

い
て
ゐ
な

い
証
拠

、
御
本

人
が

モ
ノ
ヲ
考

ヘ
ナ
イ
証

拠

。
字
典

で
、
私

の
今

の
話
を
思
返

し
随
ら
、
此

四

字

を
検

べ
る
だ
け

で
も
何

か
が
大

い
に
悟
れ

よ
う

。)

此

も
活
用
す

る
と
実
際
問
題
と

し
て
漢
文
が
ず

つ
と

解
け

る
様

に
な

る
筈
。

「
こ
の

案

は

ど

う
?
」

の

「
案
」

は
何
?

「
考
案
」
と

い
ふ
熟
語

(同
義
字
重

用
)
を
思
出

せ
。
熟
語

に
な

る
相
手

の

字

を

思

出

む

も

せ
。
「
考

へ
」
。
く
ど

い
が
繰
返
す
、

「
案
と

は
考
な

り
。
」
。
此
式

の
練
習
を
是
非
大

い
に
試

み
ょ
。
「
落

成
」
と

は
?

「
落
」

は
オ
チ

ル
?

で
は

「
段
落
」

と

は
?

三

扁
義
と

は
、

一
字
が

一
語
、
○
諾

♂
9
①
び

O
器

≦
o
a
°
と

い
ふ
事
。

(コ

つ
し

か
意
味
が
な

い
事
」

な

ん
て
答
案
を
見

る
と
涙
が

こ
ぼ
れ

る
。
何

よ
り
も

其

い
丶
加
減
な
生
活
態
度

に
。

日
本

の

女

子

教

育

な
か
み

は
、
否
、
女
子

(ー

の
頭
、
内
容
ー
)

は
、
今

や
危

機

に
頻

し
て
ゐ

る
。

一
体
何
を
思

ひ
何
を
考

へ
何
を

へ聞

い
て
ゐ

る
の
だ
ら
う
、
授
業
全
体
が
云

は
怠
此
等

の
実
地
訓
練
反
覆
な

の
に
/

男
子

の
方

は
や

丶
ま

し
の
意
味

で
女
子

に
集
中
す
る
が
、

こ
の
我
国

の
女

子
殊

に
学
生

の
怠
惰
と
不
勉
強
と
甘
え

ん
坊
と
見
当

違

ひ
の
方

に
目
が
向

い
て
ゐ
る
事
、

い
丶
加
減
さ
、

が
叩
き
直
き
れ
な

い
限

り
日
本

は
だ

め
だ
、
日
本

の

男

は
不
幸

で
あ

る
。
わ
が
敬
愛
す
る
女
子
学
生
よ
、

あ
だ

お
ろ
そ
か

に
わ
が
言
を
聞
流
す
勿
れ
/
)

一
字

が

一
語
だ
か
ら

(
功
罪
共

に
だ
が
)
見
事
な
対
句
表

現
で
詩
文
が
作
ら
れ
る
。
其

は
シ
ナ
人

の
思
考
形
式

・
性
格

形
成

に
ど
う
し
て
無
縁

と
云

へ
よ
う

/

〔
シ

ナ
人

の
事
な
ど
知
ら
な
く

つ
た

つ
て
い

丶
て
?

其

は
日
本
人
更

に
は
自
分
を
も
知
ら
な
い

(
で

い
～
)
、

と

い
ふ
事
だ
。
〕ヘ
ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

シ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
B
)
漢
文

に
は
音

通

に
よ
る
仮
借

と
い
ふ
用
字
法

が

あ
て
じ

レ
ウ
カ
イ

多

い
。
云
は

父
当
字

。
此

を
十
分
了
解

し
て
お
か
な

い
と
読

め
な
い
。
了
解

し
て
ゐ
れ
ば

す

ら

り

と

行

く

。
こ

の

「
了
」
が
早

速
そ

の
例
。
字
義

通
り

に
押

リ
ヤ
ウ

し
て
は
分
ら
な

い
。

「終

了
し
て
解

す
る
」
?

諒
i

リ
ヤ
ウ

明

か

に

・
は

つ
き

り

・
よ
く

(
良

)
ー
解

す

る

、

だ

。

あ
き
ら
か

「
朗

」

に
、
だ
。
音

は
母
音
も
子
音

も
変

化
す
る
物
。

ロ　

む

　

此
事

も
よ
く
了
知
せ
よ
。
チ
チ
・
ト
ト
・
テ
テ
(
父
)
。

h

k

カ
ア

ハ
ハ
・
カ
カ

(
お
母
さ
ん
)
(
母
)
。
字

書
と
聴
講

と
研

究
心
と
で

こ
の
事

象
を

マ
ス
タ
ー
せ
よ
。
(
C
)
現
代

中
国

語

に
も
意
慾
を
燃

や
せ
。
(D
)
訓
読

も
日
本

の

一
つ
の
大
切

な
文
化

。
此

を
失

ふ
と
我

々
は
過
去

を

も
現
在

を
も
失

ふ
Q
訓
読
が

で
き
れ
ば

少

く

と

も

む

む
一
応

あ
の
茫
大
な

シ
ナ
古
典

に
直
接

し
得

る
。

で
き

ね
ば

日
本
古
典

も
、
近
代
文
学

さ

へ
も
実

は
、
読

め

な

い
。
訓
読

は
古
典
文
法
。
習
熟

せ
よ
。
漢
文
訓
読

調
古
文

を
多
読

し
其
世
界

に
溶
込

め
。
(E
)
日
本
人

は
と

か
く
文

学

の
為

の
文
学

・
藝
術

至
上
主
義

に
傾

く
。
其
点
道
徳
的

・
政
治
的
な
面
を

(
少
く
と
も
建

前
と

し
て
)
も

ち
が

ち
な

シ
ナ
文
学

は
好
嫌

ひ
も
あ

ら
う
が
、

「
人
生

の
為

の
文
学
」

で
あ

り
老
熟

の
大

人

の
文
学

の
世
界

で
あ

る
。
好
き

に
な
れ
と

は
云
わ

ぬ
、
云

へ
ぬ
、
が

、
「
知
ら
な

い
」

で
は
い
け
な

か
ら

う
。

「
分

る
」
と

は
人
生
体
験

に
応
じ

て
と

い
ふ
事

も
あ

る
が
、
若

い
時

に
教
養

し
な

い
と
年
を
と

つ
て

ベ
ン
モ
ン
　こ
れ
を
つ
と
め
よ
　

分
る
よ
す
が
が
な

い
わ
け
。
勉
旃
。
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